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第６分科会
副校長・教頭の職務内容や職務機能に迫る課題

島根県江津市小中学校教頭会

江津市立江津東小学校

須藤 貴行



島根県江津市

「江の川」が南北を悠々と流れ、河口を中心として開けています。 人口 約２２，０００人
万葉歌人・柿本人麻呂ゆかりの地 名湯・有福温泉や西日本最大級の水族館「アクアス」なども人気のス
ポット



江津市児童生徒数

学校数１１校（小７校、中４校）

R5年度 小学校：９６６人
中学校：４５６人



【江津市教頭会のテーマ】

効率的で働きがいのある学校運営における教頭の役割

“つなぐ・支える”をキーワードとして

第6分科会の課題

副校長・教頭の職務内容・職務機能に迫る課題



１．主題設定の理由

教頭の職務内容・職務機能の実態を整理・共有
↓

組織として学校を運営するために必要な校内の職員同士の連
携、市教委と学校との連携をすすめること

【つなぎ役】

一人一人の教職員の思いを受け止め、達成感や充実感が高ま
るように支援をすること

【支える役】
↓

教職員の勤務の質（やりがい）を高め、多忙感の解消や働き
方改革の推進につながるだろう



２．研究のねらい

○ 円滑な学校運営のため、校内の連携、他機関との連
携における教頭の職務を整理し、よりよい方策を明らかに
する。

○ 教職員一人一人が充実感・達成感を得ながら職務に
あたるための教頭としての関わり方について、各校での取
組を共有し、実践した内容を事例として提供する。



３．研究の概要

【江津市教頭会アンケート】

教頭の職務内容、職務機能に関わるアンケートを、市内小中学校
教頭を対象に行った。調査項目は、全国公立学校教頭会発行の「令
和４年度研究の手引き（全国共通研究課題の手引き）」を参考にし、
自由記述で回答するものとした。

「１ 日々の教頭業務で負担に思っている職務内容」

「２ 効率的な学校運営で取り組んでいること」

「３ 教職員の働き方改革に関することで取り組んでいること」

「４ 教職員の支援に関することで取り組んでいること」

（１）現状と課題の把握



【江津市教頭会アンケート】

１ 円滑な教育活動を運営していく
ために行ったこと（例えば、負担軽
減のためにしていること）

２ 一人一人の教職員の達成感や
充実感が高まるような支援や人材
育成として行ったこと。

３ 上記をするうえで意識している
こと。

江津市教頭会アンケート結果（2023.4.28)

氏名
１ 円滑な教育活動を運営していくために、行ったこと。（例えば、負担軽減のためにしているこ
と）

２ 一人一人の教職員の達成感や充実感が高まるような支援や人材育成としてして行ったこと。 ３ 上記をするうえで意識していること。

桜江小
佐々本 茂 教頭

・思い切ってやめる→時間をかけるべきところとかけなくても支障がないところを見極める。 ・信じて任せる
・労いのことば
・業務の意味づけをする

・「分かりました。お願いします。何かあれば言ってください。責任は校長先生とってくださいます
（笑）」
・「自分が矢面に出る必要があるときはいつでも言ってください」
等、職員が思い切って仕事できるようにはしているつもり・・・。（例、生徒指導対応、この活動したい
けどお金ある？、こういうことしたいけどどうしたらいいですか？
・でも、「もう、やめましょう」と止めていることも結構あるなあと振り返っています。「もちろんやめ
る時にもなにか対応が必要な時は自分が矢面に出ます」「責任は校長先生が・・・」も同様。

江東中
堀 淳子 教頭

・夜の会などを減らし、負担を減らす
例 PTA関係の夜の会へ参加をなくした。
PTA総会の後、部活動保護者会を設定して
夜の会をなくした。
⇒PTA活動は極力管理職のみで教員は奉仕作業の参加ができる人のみする形に変えた。

・支援員（SSS/ICT）さんとつなぐ役をする
例 プリント・教材等の印刷やホッチキス止め

タブレットの使い方ミニ講習会設定
・総合的な学習のコーディネートをてごねっとさんに昨年度から１年間を通して調整・相談できる
体制を作り、担当者の負担や学年部の負担を減らした。
・事務職、養護教諭、用務員と連携して、施設面や備品関係などの補充・整理等を計画的に行うこ
とで、予算を有効に執行でき、学校の施設面が充実して教育活動がより円滑に行われたと思う。

・校長先生の掲げる教育ビジョンを教職員に伝達して、必要な時は企画会を適宜設定して共通理解
を図る。

・大きな行事はしっかりと企画会で案を練り、振り返りの時間を設定して、課題を明確にしてねら
いに沿っているかを確認することを大切にしている。

・新卒の方や新しく学校に来られた方々の困り感に寄り添い、出来るだけ早めに予定や見通しを伝
える。また、ミドルリーダーにフォローをお願いする。

・職員室ではパソコンに向かう時も、先生方の様子やつぶやきを聞き逃さないようにしている。

・職員室で雑談ができる雰囲気作りに努め、笑い声が絶えないような職員室経営に心がけている。

・一人で作業をしている先生がいた時はできるだけ一緒に行うようにしている。

・直接的ではないが、とにかく空き部屋や教材室、普段あまり使わない部屋など全部物を一回出して片付
け、分かりやすく物の場所を写真で掲示するなど使いやすいようにしていく。

・職員が気が付いて教えてくれたことは、細かいことでも必ずお礼を言って、全員に伝達することで話が
しやすい雰囲気を作る。

津宮小
山本 孝志 教頭

・朝礼の廃止を廃止した。日報の印刷の仕事を廃止し、パソコンで確認できるよう工夫した。

・情報共有のために、デスクネッツの活用に努めた。

・支援員の効果的な配置に努め、担任の負担軽減につなげた。

・地域の方にボランティアとして協力していただいたり、講師として学習に参加していただいたり
する機会を増やした。

・行事等の起案の際に、起案者の願いが最大限実現するよう相談に乗った。例えば、運動会の応援
の仕方と感染症対策の兼ね合いで、感染症対策の方を工夫することで、起案者の願いが叶うように
したこと、など。
・常に職員への承認、称賛、ねぎらいの言葉をかけるよう努めた。学級だより等の確認の際、担任
や担当者へのプラスのコメントを忘れないようにした。

目に見える形の勤務時間短縮にはつながらないが、やりがいや達成感を感じてもらえるよう気をつけた。

川波小
筆谷 俊之 教頭

・行事等の準備の事前実施
・支援員への業務依頼と配置

・「～しようと思う」の支援と「どうしたいと思っている？」の確認 ・それぞれの職種の業務を優先して行える時間を確保すること
・職員の意思の実現に向けた支援による納得のいく勤務の在り方を探る

渡津小
近重 和幸 教頭

・職員会議の回数を減らした

・デスクネッツの活用を促した

・年間行事を見直し、多忙期を軽減した

・職員室での雑談を増やした

・働き方改革に意識が向くように声がけを行った

・行事等の後に、感謝の気持ちを伝える

・分掌部会を増やし、各部でチームで動ける体制をつくった

・職員の観察をし、声がけをする

高角小
森山 知之 教頭

・職員会議の議題内容と回数を減らすために、連絡事項で済む内容については、デスクネッツを使
用し、回覧レポートで配信する。印刷する手間も省けてよい。

・学校設備で修理・修繕箇所があった場合は、できる限り素早く対応する。（椿校長先生からのア
ドバイスを受けて）早めに要望に応える。

・複数クラス担任、専科⇒適材適所＋αで分掌を割り当てて、さらにできるようになって欲しい校
務を担ってもらい力をつけてもらう。

・単学級担任⇒分掌をなるべく減らして、学級運営に専念できるようにする。負担軽減と達成感に
つながる。

・完璧を求めないこと。できる範囲で行えばよいことを伝える。ある程度の結果が出れば、本人の気持ち
次第でステップアップをしてもらう。

江津中
郷原 延尚 教頭

○デスクネッツの活用

・メールを回覧レポートにて関係者へ送る。

・教職員への紙媒体での配付をなくし，必要な人が印刷をする。

○職員会議時間短縮及び資料の軽減を図るため，専用のファイルを作成し，個々で確認する形にし
た。また，年度末にはファイルを回収し，各分掌で必要な資料を準備し綴じる。そのまま継続する
ものは挟んだままにする。

それぞれの分掌での取組をまずやってみることにした。やってみてよければ継続。よくなければ修
正するか代案の提案について考えてもらうことにした。

話しをしっかりと聞いて，やってみようということを見守るようにしている。

青陵中
山下 積 教頭

支援員との連携

（事務的な作業を可能な限り支援員やＳＳＳにお願いしたり、時間短縮につながるようなシステム
を取り入れたりしている。）

上記のことを通して、生徒に関わる時間を確保できるようにする。 問い２に同じ。

桜江中
春木 二美 教頭

・デスクネッツの活用（回覧レポートの活用、添付ファイルのつけ方を周知し簡単にファイルにア
クセスしやすくなった）
・相談があればその場でこまめに対応する。動く。
・教頭後ろに１ヶ月分の行事予定を書いたホワイトボードを活用（共通のものを見ながら教職員が
話しやすい環境づくり）
・スクールサポートスタッフ、ICT支援員の活用（SSS:印刷、ラミネート、校舎内外の環境整備、
ICT:セキュアブラウザーデータ移行の補助、タブレットの管理、アンケートの集約、オンライン授
業のサポート）

・ミドルリーダーを校務分掌の主担当とし、ベテランがサポートしながら組織的に動けるよう配置
した。教頭として主担当からの相談に積極的にのるようにして一緒に考え、こちらが持っているも
のも伝えるようにしている。
・公開授業を終えた先生方に、感謝と良かった点や励まし等を書いた手紙（メモ）を渡し、意欲向
上や達成感が高まるような支援をしている。

・１日に１回は教職員全員に声かけを行い、相談しやすい雰囲気作りをするよう心がけている。
・外部機関との打合せには担当者だけでなく、できるだけ管理職も同席する。
・こまめに相談に乗って対応し、それを他の教職員にもつないで情報共有する。

郷田小
加藤 君江 教頭

・外部とのパイプ役
隣接する「はなまる日本語学校」とのパイプ役を行う。担任は放課後の時間しかとることができな
い。授業の合間も時間がとれない。
・花まる日本語学校の校長先生と数回にわたり話をする。
・地域の理解を得る。はなまる日本語学校が設立された思いをPTA研修の場で話してもらう。
・相手意識・目的意識をもった学習の設定をすることで、課題に向かって進んで考える必然性を設
定する。
・本年度は出来ることからやり、内容や今後できることを整理する。
・教頭として昨年度は「つなげる」「やってみる」まで行った。

・学習指導要領改訂により小学校外国語教育も教科化になり担任が行う場合、不安や負担感がある。
そのためSSSさんと共に
①教材庫の整理
②教材の作成
教材研究に時間がかけられるようSSSさんにお願いをして教材作成や教材整理を行った。
SSSさんは外国語活動等で作成した成果物を見て自分が準備したものが授業で役立っていることに
とても充実感をもたれた。
また、担任は教材研究に時間を当てることができた。

・外部とつなげる。・担任の負担軽減

江津東小 須藤
貴行 教頭

外部のもの（保護者や各機関など）や目途の立ちにくいもの（面識のない方とのやり取りや経験の
ない活動など）と関わる上でのワンクッションとして入ること。

やってみようと起案した活動については，その実現にむけて応援すること。 業務の精選等の「多忙化」を解消する活動はなかなかうまく進められなかった。業務量は変わらないけれ
ど，業務に向かう上での気持ちのハードルを下げるような「多忙感」の解消につながればと考えた。



【江津市教職員アンケート】
アンケート結果をまとめた「江津市働き方改革推進委員会資料」を
テキストマイニング

★より改善が必要と思う実態



【江津市教職員アンケート】
アンケート結果をまとめた「江津市働き方改革推進委員会資料」を
テキストマイニング

★改善が必要と思う理由



アンケート結果から

教頭の役割として…

→校内・外部機関とのつなぎ役

→教職員の支え役

→業務改善の推進役

研修会の実施・意見交換の場の設定



（２）具体的な取組

○「目指せ！『スーパー教頭』」(R4.8.9)

安来市立安田小学校長 椿 英隆 氏

（現 安来市教育委員会学校教育課長）

・教頭時代に心がけていたこと

・校長の立場から教頭に期待することなど

①研修会の開催



（２）具体的な取組

○ICTに係る研修「デスクネッツ活用研修」 (R5.3.3)

TSK情報システム株式会社 川神 佳太 氏

・情報共有や文書管理等の方法を紹介

・ペーパーレス化や会議数削減等の業務の効率化

①研修会の開催



（２）具体的な取組

○効率的な学校運営に関する主な内容

校務支援システムの活用推進

「朝礼の廃止」 「職員会議の回数減」

「パソコン・タブレットでの情報の共有・伝達による

ペーパーレス化」

②江津市教頭会での意見交換



（２）具体的な取組

○効率的な学校運営に関する主な内容

校内・校外とのつなぎ役

「担当者の事前準備等の軽減」

「協力者を増やすことによる他の業務への波及効果」

ex.) SSS，支援員，地域コミセン，共同学校事務室

②江津市教頭会での意見交換



（２）具体的な取組

○働きがいのある学校運営に関する主な内容

日々の業務での支援の例

「労いの言葉」「感謝の気持ち」「励ましの声かけ」

「信じて任せる」「見守りながら支援する」

「教職員評価システムの活用」

②江津市教頭会での意見交換



（２）具体的な取組

○働きがいのある学校運営に関する主な内容

組織・配置からの支援の例

「適材適所の校内分掌の配置」

「ミドルリーダーの育成」「支え合う組織作り」

②江津市教頭会での意見交換



４．成果と今後の課題



（１）成果

①校務支援システムを活用した業務改善

研修を受け、各学校で他の教職員に伝え推進したことによ
り、より容易に情報共有や文書管理がなされるようになり、
ペーパーレス化や会議数削減等の業務の効率化につながっ
た。



（１）成果
②教頭としての職務についての情報交換

・小中学校別、地域別の意見交換の場

→自身の職務の整理、自信・やりがい

悩みや困り事が気軽に相談できる場

その地域の職場環境の改善にむけた提言や要請活動に

つながるもの



（２）課題

①人材不足に対する国や県等への要望

→教頭本来の職務に専念するため主幹教諭の全校配置

等を要望する

②働き方改革推進にむけた取組

→校長会や地教委との連携・擦り合わせ



ご清聴ありがとうございました


